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プロフィール

執筆編集サイド：

編集プロダクション リブロワークス取締役

大津雄一郎

1990年代に印刷所のDTPオペレーター

2000年前後にIT系出版社の社員ライター

そのあと6年ほどIT系フリーライター

2008年に代表の小山とリブロワークスを設立して
現在に至る

書籍監修サイド：

株式会社ビープラウド取締役 / Python Climber

鈴木たかのり(@takanory)

一般社団法人PyCon JP Association副代表理

事、Python mini Hack-a-thon主催などPython

コミュニティでも活動

Python関連の書籍を個人、業務で多数執筆、監修、

翻訳

Amazon著者ページ

https://libroworks.co.jp/
https://twitter.com/takanory
https://www.amazon.co.jp/%E9%88%B4%E6%9C%A8-%E3%81%9F%E3%81%8B%E3%81%AE%E3%82%8A/e/B00W95A036/


これまでに監修をお願いした本

2018 2021 2021 20212020 2020



最初の監修依頼～「Pythonふりがなプログラミング」初版

プログラムにふりがなという形で、説

明を入れている本

前年にビープラウドさんに執筆をお願

いして、編集・制作を担当していたつ

ながりで

20182017



監修を依頼した理由

執筆と編集を並行でやるようになり、他人の原稿を読む機会が増えると、

知らないことが結構あることに気付いて

書くのが怖くなる



指摘「リストを使ったforのほうがPython的」





構成をひっくり返して……

初期構成案

最終目次





技術評論社「やさしくわかるPythonの教室」

特徴としては会話メインなので、通称「会話Python」

フォーマット面で特殊なギミックはないけど、最初に出版社

さんから提示された叩き台となる構成案があったので、そこ

で違いが出てきている

監修期間長め



指摘「演算子ではない」





表が小さくなりました



指摘「これ、必要ですか？」





全然違う話にしました



指摘「classの学習で大きなつまずきポイントですよ」





図を追加しました



マイナビ出版「Pythonつみあげトレーニングブック」

通称「忍者Python」

「少林寺36房」の特訓シーンをヒントにした

「ミッション」で復習しつつ、無意識で読解できる学習法





指摘「正解が読み取りにくい」





0.5秒→500ミリ秒にして少し簡単に



指摘「関数にする意味がない」





関数内で少し加工する形に



インプレス「Pythonふりがな改訂」

版型を大きくして、長いコードを読みやすく紙面調整

それに伴って応用的な内容の6章「データ分析」を追加

改訂版なので内容の変更度は小さめ



「binsと同時にrangeも指定したほうがよい」





そのまま採用



range引数なし range引数あり



余談：こんな感じで監修してもらっています

● Atomのmarkdown用パッケージ（MDBP）とVivliostyleを使って、紙面イメージ（仮

組みPDF）を作成
○ 実際にDTPを始める前に

○ https://vivliostyle.org/ja/

○ https://atom.io/packages/mdbp-markdown-book-preview

● Acrobat Proの共有レビュー機能を使って監修
○ リンク送信が可能。ブラウザでもAcrobat DC（無料版）でもレビューに参加できる

○ 他人のコメントに対してコメントできる

○ レビュー込みの状態でPDF形式でダウンロードできる

● 監修反映後にDTP

https://vivliostyle.org/ja/
https://atom.io/packages/mdbp-markdown-book-preview






締め：実際のところ、今プロになっている人はどうやってプ
ログラミング入門しましたか？

今、仕事なり趣味なりでプログラミングを書いている人、「わからなくても、とりあえず手を

動かしてやってみる」ができた人が大半のような気がします。

書籍を読んでもよくわからなくて、実際にプログラム作ったり公式のドキュメントを読んで

みたりいろいろやっているうちにふとわかる。その段階で書籍を読み返すと、ちゃんと説明

書いてあったりする……なんて体験もシバシバ。

大昔の本に「習うより慣れろ」とあったが、今でも入門の最短ルートはそれなのかもしれま

せん。「納得するまで手を動かさない」という人は、挫折することが多い……


